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１．概要（Summary） 
誘電体多層膜鏡あるいは Ag による金属鏡を作製し、

それらを用いて有機半導体を含む可視域の微小共振器

構造を作製した。透過測定などにより光学特性を調べた。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】  
デュアルイオンビームスパッタ装置(ハシノテック社製、 
10W-IBS)、真空蒸着装置（ULVAC 社製、 VPC-1100）、
触針式表面形状測定器（ULVAC 社製、DekTak8） 
【実験方法】 

デュアルイオンビームスパッタ装置を用いてガラス基板

上に銀薄膜あるいは SiO2、TiO2 による誘電体多層膜を

成膜し、ミラーを作製した。一方のミラー上に液晶性有機

半導体 PTCBI、Lemke 色素、およびローダミン 6G 色素

などを単分散させた PMMA 薄膜をスピンコートして、もう

一方のミラーを向かい合わせに貼り合わせることで可視光

域の微小共振器構造を作製した。 
まず超強結合の観測のために、白色光源を用いて微

小共振器の透過スペクトルの入射角依存性を測定した。 
また、共振器ポラリトンの超高速ダイナミクスを調べるた

めにフェムト秒可視ポンプ赤外プローブ分光を行った。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Lemke 色素を含む微小共振器について述べる。昨年

度もこの試料で超強結合と思われる信号を確認したが、

今年度同様の試料を作製し、より丁寧に測定し、超強結

合状態を確認した。透過ピークの入射角依存性より共振

器ポラリトンの分散関係を導出したものを Fig. 1 に示す。 
この結果、Rabi 分裂エネルギーは 1.03eV という極めて

巨大なものが観測できた。これは、遷移エネルギーの

40%程度であり、超強結合領域に対応する。 
また、Fig. 2 に示すようにフェムト秒可視ポンプ赤外プ

ローブ分光により真空 Rabi 分裂に対応するエネルギー

帯における光誘導吸収を観測した。これはポラリトン分枝

間の遷移であると考えられる。 

 

Fig. 1 Polariton dispersion of microcavity 
containing with a Lemke thin film． 

Fig. 2 ΔT/T spectra of microcavity containing with 
a Lemke thin film after optical pumping 

 
４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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